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 河合 伸也 山口大学名誉教授（医学部整形外科） 

整形外科学、リハビリテーション医学 
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 岡崎 令治 名古屋大学分子生物学研究施設教授 

分子生物学  
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障害保健福祉総合研究事業事前評価委員名簿 

（○：委員長） 

 北沢 清司 高崎健康福祉大学健康福祉研究科保健福祉学専

攻・健康福祉学部保健福祉学科 教授 

障害者福祉論 

 「放課後児童クラブにおける障害児の受け入れに関する調査研究」北沢清司他著．

平成１３年度厚生労働省児童環境つくり等総合調査研究報告書(2002) 
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栗田 広 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団 

全国療育相談センター・センター長 

児童精神医学 
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障害者（児）の地域移行に関連させた身体障害・知的障害関係施設の機
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究障害保健福祉総合研究事業－主任研究者：岡田喜篤），pp.361-409，
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越野好文 粟津神経サナトリウム・顧問 

精神医学 
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関 寛之 目白大学保健医療学部教授 

整形外科学 
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國男、室生勝、三沢晴子、土屋滋.日本プライマリ・ケア学会誌.１６（４）．

３９９～４０４．１９９３ 

 

 大腿骨頚部骨折患者の予後と予後に影響を与える因子. 関寛之、桜井保

之、今高國男、室生勝、三沢晴子、土屋滋.日本プライマリ・ケア学会

誌.１９（１）.７３～７９.１９９５ 
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